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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　印刷装置が印刷媒体に対して印刷を実行することにより作成されるラベルの印刷イメー
ジを、前記ラベルの頁毎に、表示部の表示画面に表示する表示装置であって、
　　１頁分の印刷イメージを１つ含む単一頁イメージが、前記表示画面における所定の第
１方向に複数配列された第１形態と、
　　前記１頁分の印刷イメージが、前記第１方向と直交する第２方向に複数配列された複
数頁イメージを含む第２形態と
の何れかの表示形態で、前記表示画面に表示する表示手段と、
　前記印刷装置による印刷時の設定情報を取得する取得手段と
を備え、
　前記表示手段は、
　　前記取得手段によって取得された前記設定情報のうち第１特定項目に対応する第１設
定内容に応じ、前記第１形態及び前記第２形態の何れかに前記表示形態を切り替えて前記
表示画面に表示することを特徴とする表示装置。
【請求項２】
　前記印刷装置は、長尺状の前記印刷媒体を切断する切断部を備え、
　前記第１特定項目は、
　　前記切断部によって前記印刷媒体を１又は複数頁毎に切断する場合の頁数を規定し、
　前記表示手段は、
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　　前記第１設定内容が１頁の場合、前記表示形態を前記第１形態に切り替え、前記第１
設定内容が２頁以上の場合、前記表示形態を前記第２形態に切り替えることを特徴とする
請求項１に記載の表示装置。
【請求項３】
　前記表示手段は、
　　前記第１設定内容が２頁以上の場合、前記１頁分の印刷イメージが、前記第２方向に
、前記第１設定内容で示される頁数分配列された前記複数頁イメージを含む前記第２形態
で、前記表示画面に表示することを特徴とする請求項２に記載の表示装置。
【請求項４】
　前記１頁分の印刷イメージは、当該印刷イメージの大きさを示す矩形形状の枠線を含み
、
　前記表示手段は、
　　前記第１形態に切り替えた場合、前記枠線のうち前記第１方向に延びる２辺の一方側
の辺が前記第１方向に延びる第１仮想直線上に配列されるように、前記単一頁イメージを
表示し、
　　前記第２形態に切り替えた場合、前記枠線のうち前記第２方向に延びる２辺の一方側
の辺が前記第２方向に延びる第２仮想直線上に配列されるように、前記１頁分の印刷イメ
ージを複数個繋げて前記複数頁イメージとして表示することを特徴とする請求項２又は３
に記載の表示装置。
【請求項５】
　前記設定情報は、
　　前記切断部によって、前記印刷媒体を１又は複数頁毎にハーフカットで切断するか否
かを規定する第２特定項目を含み、
　前記表示手段は、
　　前記第２特定項目の第２設定内容がハーフカットで切断する設定である場合、前記第
２形態で表示される前記複数頁イメージのうち隣接する２つの前記１頁分の印刷イメージ
の境界部分に、所定の線種で示される直線を表示することを特徴とする請求項２から４の
何れかに記載の表示装置。
【請求項６】
　前記表示手段は、
　　前記第２形態で前記表示画面に表示する場合、複数の前記複数頁イメージを前記第１
方向に配列して表示させることを特徴とする請求項１から５の何れかに記載の表示装置。
【請求項７】
　前記１頁分の印刷イメージは、複数の文字から構成される文字列を含む場合、
　前記複数の文字は、前記第２方向に沿って並ぶことを特徴とする請求項１から６の何れ
かに記載の表示装置。
【請求項８】
　印刷装置が印刷媒体に対して印刷を実行することにより作成されるラベルの印刷イメー
ジを、前記ラベルの頁毎に、表示部の表示画面に表示する表示装置のコンピュータに、
　　１頁分の印刷イメージを１つ含む単一頁イメージが、前記表示画面における所定の第
１方向に複数配列された第１形態と、
　　前記１頁分の印刷イメージが、前記第１方向と直交する第２方向に複数配列された複
数頁イメージを含む第２形態と
の何れかの表示形態で、前記表示画面に表示する表示ステップと、
　前記印刷装置による印刷時の設定情報を取得する取得ステップと
を実行させ、
　前記表示ステップは、
　　前記取得ステップによって取得された前記設定情報のうち第１特定項目に対応する第
１設定内容に応じ、前記第１形態及び前記第２形態の何れかに前記表示形態を切り替えて
前記表示画面に表示することを特徴とする表示プログラム。
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【請求項９】
　印刷装置が印刷媒体に対して印刷を実行することにより作成されるラベルの印刷イメー
ジを、前記ラベルの頁毎に、表示部の表示画面に表示する表示装置のコンピュータに、
　　１頁分の印刷イメージを１つ含む単一頁イメージが、前記表示画面における所定の第
１方向に複数配列された第１形態と、
　　前記１頁分の印刷イメージが、前記第１方向と直交する第２方向に複数配列された複
数頁イメージを含む第２形態と
の何れかの表示形態で、前記表示画面に表示する表示ステップと、
　前記印刷装置による印刷時の設定情報を取得する取得ステップと
を実行させ、
　前記表示ステップは、
　　前記取得ステップによって取得された前記設定情報のうち第１特定項目に対応する第
１設定内容に応じ、前記第１形態及び前記第２形態の何れかに前記表示形態を切り替えて
前記表示画面に表示することを特徴とする表示プログラムを記憶した記憶媒体。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、印刷装置に印刷を実行させる印刷データを作成する場合において、印刷イメ
ージを表示部に表示させることが可能な表示装置、表示プログラム、及び、表示プログラ
ムを記憶した記憶媒体に関する。
【背景技術】
【０００２】
　印刷媒体に印刷が実行されることにより作成されるラベルの印刷イメージを表示部に表
示させることが可能な装置が知られている。特許文献１は、バーコード画像生成装置を開
示する。バーコード画像生成装置は、第１の配置形態又は第２の配置形態の何れかの配置
形態に従って、複数のバーコード画像を表示手段に表示可能である。第１の配置形態にお
いて、複数のバーコード画像は、それぞれの長辺と平行な方向に沿って略同一直線状に並
ぶように配置される。第２の配置形態において、複数のバーコード画像は、それぞれの短
辺の延びる方向に沿って略同一直線状に並ぶように配置される。なお、ユーザは、配置メ
ニューを選択することで表示される画面にて、第１の配置形態又は第２の配置形態を選択
して設定できる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００４－２９５５２３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上記装置において、ユーザは、印刷媒体の種類や画像領域等の印刷設定に応じた適切な
配置形態を選択して設定する操作が必要となり、操作が煩わしいという問題点がある。
【０００５】
　本発明の目的は、印刷イメージの適切な配置形態を判定して表示部に表示させることが
可能な表示装置、表示プログラム、及び、表示プログラムを記憶した記憶媒体を提供する
ことである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の第１態様に係る表示装置は、印刷装置が印刷媒体に対して印刷を実行すること
により作成されるラベルの印刷イメージを、前記ラベルの頁毎に、表示部の表示画面に表
示する表示装置であって、１頁分の印刷イメージを１つ含む単一頁イメージが、前記表示
画面における所定の第１方向に複数配列された第１形態と、前記１頁分の印刷イメージが
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、前記第１方向と直交する第２方向に複数配列された複数頁イメージを含む第２形態との
何れかの表示形態で、前記表示画面に表示する表示手段と、前記印刷装置による印刷時の
設定情報を取得する取得手段とを備え、前記表示手段は、前記取得手段によって取得され
た前記設定情報のうち第１特定項目に対応する第１設定内容に応じ、前記第１形態及び前
記第２形態の何れかに前記表示形態を切り替えて前記表示画面に表示することを特徴とす
る。
【０００７】
　第１態様において、表示装置は、印刷装置による印刷時の設定情報を取得する。表示装
置は、取得した設定情報のうち第１設定項目の第１設定内容に応じ、第１形態及び第２形
態の何れかに表示形態を切り替えて表示画面に表示する。このため表示装置は、設定情報
に応じた適切な表示形態で印刷イメージを表示画面に表示できる。従って表示装置は、表
示形態を選択するユーザの操作を要することなく、適切に配置された印刷イメージを表示
画面に表示できる。
【０００８】
　本発明の第２態様に係る表示プログラムは、印刷装置が印刷媒体に対して印刷を実行す
ることにより作成されるラベルの印刷イメージを、前記ラベルの頁毎に、表示部の表示画
面に表示する表示装置のコンピュータに、１頁分の印刷イメージを１つ含む単一頁イメー
ジが、前記表示画面における所定の第１方向に複数配列された第１形態と、前記１頁分の
印刷イメージが、前記第１方向と直交する第２方向に複数配列された複数頁イメージを含
む第２形態との何れかの表示形態で、前記表示画面に表示する表示ステップと、前記印刷
装置による印刷時の設定情報を取得する取得ステップとを実行させ、前記表示ステップは
、前記取得ステップによって取得された前記設定情報のうち第１特定項目に対応する第１
設定内容に応じ、前記第１形態及び前記第２形態の何れかに前記表示形態を切り替えて前
記表示画面に表示することを特徴とする。第２態様によれば、第１態様と同様の効果を奏
することができる。
【０００９】
　本発明の第３態様に係る記憶媒体は、印刷装置が印刷媒体に対して印刷を実行すること
により作成されるラベルの印刷イメージを、前記ラベルの頁毎に、表示部の表示画面に表
示する表示装置のコンピュータに、１頁分の印刷イメージを１つ含む単一頁イメージが、
前記表示画面における所定の第１方向に複数配列された第１形態と、前記１頁分の印刷イ
メージが、前記第１方向と直交する第２方向に複数配列された複数頁イメージを含む第２
形態との何れかの表示形態で、前記表示画面に表示する表示ステップと、前記印刷装置に
よる印刷時の設定情報を取得する取得ステップとを実行させ、前記表示ステップは、前記
取得ステップによって取得された前記設定情報のうち第１特定項目に対応する第１設定内
容に応じ、前記第１形態及び前記第２形態の何れかに前記表示形態を切り替えて前記表示
画面に表示することを特徴とする表示プログラムを記憶する。第３態様によれば、第１態
様と同様の効果を奏することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】印刷システム１の概要を示す図である。
【図２】ウィンドウ６Ａを示す図である。
【図３】ウィンドウ６Ａ及びサブウィンドウ６Ｂを示す図である。
【図４】ウィンドウ６Ａ及びプレビューウィンドウ６Ｃ（第１形態）を示す図である。
【図５】ウィンドウ６Ａ及びプレビューウィンドウ６Ｃ（第２形態）を示す図である。
【図６】ウィンドウ６Ａ及びプレビューウィンドウ６Ｃ（第２形態、点線６９あり）を示
す図である。
【図７】メイン処理のフローチャートである。
【図８】作成処理のフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
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＜印刷システム１の概要＞
　本発明の実施形態について、図面を参照して説明する。図１を参照し、印刷システム１
の概要について説明する。印刷システム１は、印刷装置４及びＰＣ５を備える。印刷装置
４は、印刷媒体であるテープに対して印刷を行うテーププリンタである。テープは長尺状
を有し、粘着剤によって感熱紙が剥離紙に貼付されている。印刷装置４には、テープが巻
回されたロールが装着される。印刷装置４は、装着されたロールからテープを繰り出し、
サーマルヘッド４８により複数のドットをテープに形成させて印刷を実行する。又、印刷
装置４は、印刷されたテープを切断部５０によって切断する。これによって、印刷装置４
は、文字や記号等（以下、「印刷キャラクタ」という。）がテープに印刷されたラベルを
作成できる。ＰＣ５は、汎用のパーソナルコンピュータである。印刷装置４及びＰＣ５は
、ケーブル３を介して接続され、互いに通信を行うことができる。
【００１２】
　ＰＣ５は、後述の編集／表示プログラムを実行可能である。編集／表示プログラムが実
行された場合、ＰＣ５は、印刷キャラクタの編集を行うことができる。又、ＰＣ５は、印
刷装置４により作成されるラベルの印刷イメージを、ラベルの頁毎に、表示部５７の表示
画面に表示できる。更にＰＣ５は、印刷装置４に印刷を実行させるための印刷データを作
成し、ケーブル３を介して印刷装置４に送信できる。印刷装置４は、ＰＣ５から送信され
る印刷データに基づいて印刷を実行することによって、ラベルを作成できる。
【００１３】
　印刷装置４の電気的構成について説明する。印刷装置４は、ＣＰＵ４１、ＲＡＭ４２、
フラッシュメモリ４３、ＥＥＰＲＯＭ４４、通信部４５、入力部４６、表示部４７、サー
マルヘッド４８、ローラ４９、切断部５０を備える。ＣＰＵ４１は、印刷装置４の制御を
行う。ＣＰＵ４１は、ＲＡＭ４２、フラッシュメモリ４３、ＥＥＰＲＯＭ４４、通信部４
５、入力部４６、表示部４７、サーマルヘッド４８、ローラ４９、切断部５０と電気的に
接続する。ＲＡＭ４２は、種々の一時データを記憶する。フラッシュメモリ４３には、Ｃ
ＰＵ４１が印刷装置４を制御するために実行するプログラム、及び、ＰＣ５から受信した
印刷データが記憶される。ＥＥＰＲＯＭ４４には、印刷キャラクタを印刷するための印刷
用ドットパターンデータが、書体やサイズ毎に分類されて記憶される。通信部４５は、Ｐ
Ｃ５と通信を実行するためのコントローラである。入力部４６はキーボードである。表示
部４７はＬＣＤである。サーマルヘッド４８は、ＣＰＵ４１からの信号に応じて発熱し、
テープに印刷を行う。ローラ４９は、テープを送るテープ送りローラである。
【００１４】
　切断部５０は、移動可能なカッタホルダに設けられたカッタを備え、印刷キャラクタが
印刷されたテープをカッタによって切断する。切断部５０は、カッタホルダに対するカッ
タの突出量を調整することで、異なる切断方法によりテープを切断できる。１つ目の切断
方法は、テープの感熱紙側の面（表面）から剥離紙側の面（裏面）に亘る全域に対してカ
ッタにより表面側から切れ込みを入れ、感熱紙及び剥離紙を完全に分断する（フルカット
する）方法である。２つ目の切断方法は、テープのうち感熱紙の全域に対してカッタによ
り表面側から切れ込みを入れて分断し、剥離紙の一部又は全部に切れ込みを入れず分断し
ない（ハーフカットする）方法である。
【００１５】
　ＰＣ５の電気的構成について説明する。ＰＣ５は、ＣＰＵ５１、ＲＡＭ５２、ＲＯＭ５
３、ＨＤＤ５４、通信部５５、入力部５６、表示部５７、ドライブ装置５８を備える。Ｃ
ＰＵ５１は、ＰＣ５の制御を行う。ＣＰＵ５１は、ＲＡＭ５２、ＲＯＭ５３、ＨＤＤ５４
、通信部５５、入力部５６、表示部５７、ドライブ装置５８と電気的に接続する。ＲＡＭ
５２は、種々の一時データを記憶する。ＲＯＭ５３は、ＢＩＯＳ等を記憶する。ＨＤＤ５
４には、ＣＰＵ５１がＰＣ５を制御するために実行する編集／表示プログラム、及びＯＳ
が記憶される。通信部５５は、印刷装置４と通信を実行するためのコントローラである。
入力部５６は、詳しく図示しないが、キーボード、及びマウスやタッチパッドなどのポイ
ンティングデバイスを含む。表示部５７は、ＬＣＤである。ドライブ装置５８は、半導体
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メモリや光ディスク等のコンピュータが読み取り可能な記憶媒体５８Ａに記憶された情報
を読み出すことができる。ＣＰＵ５１は、記憶媒体５８Ａに記憶された表示プログラムを
ドライブ装置５８によって読み出し、ＨＤＤ５４に記憶できる。
【００１６】
＜編集／表示アプリケーションの概要＞
　図２～図６を参照し、ＰＣ５（図１参照）によって実行される編集／表示アプリケーシ
ョンの概要について説明する。編集／表示アプリケーションは、印刷キャラクタの編集を
開始するための指示が、入力部５６（図１参照）を介して入力された場合、ＨＤＤ５４（
図１参照）に記憶された編集／表示プログラムをＣＰＵ５１（図１参照）が実行すること
によって開始される。図２は、編集／表示アプリケーションが起動した場合において、表
示部５７（図１参照）の表示画面に表示されるウィンドウ６Ａを示す。ウィンドウ６Ａは
、領域６１、６２、６３、６４を有する。
【００１７】
　領域６１は、印刷装置及び作成するラベルに関する設定を行うための領域である。領域
６１には、選択欄６１Ａ、６１Ｂ、６１Ｃ等が設けられる。選択欄６１Ａは、ＰＣ５に接
続された印刷装置４（図１参照）の種別の選択が可能である。選択欄６１Ｂは、作成する
ラベルのラベル幅とラベル長の選択が可能である。例えば、ラベル幅は印刷装置４に装着
されたテープの幅と同じ寸法を選択し、ラベル長は印刷キャラクタの長さに合わせて選択
すればよい。選択欄６１Ｃは、印刷装置４に装着されたテープの幅などの情報を、印刷装
置４から取得する場合に選択される。
【００１８】
　領域６２は、印刷キャラクタの基となるテーブルを表示するための領域である。テーブ
ルには複数のレコードが含まれる。各レコードは、カラム６２Ａ（Ｎｏ）、６２Ｂ（ＵＲ
Ｌ）、６２Ｃ（Ｔｉｔｌｅ）、６２Ｄ（Ｄｅｓｃｒｉｐｔｉｏｎ）等のそれぞれに対応す
るフィールドデータを含む。なお本実施形態において、各フィールドデータは、複数の文
字からなる文字列により構成されていることを前提とする。各レコードの左端には、降順
の番号（以下、「インデックス」という。）が対応付けられている。以下、インデックス
が「１」～「５」のそれぞれのレコードを、レコード［１］～［５］という。
【００１９】
　領域６３は、ラベルにおける印刷キャラクタのレイアウトを編集するための領域である
。領域６３には、１頁分のラベルの外形を示すラベルイメージ６３Ａが表示される。ラベ
ルイメージ６３Ａには、編集領域枠６３Ｂ、６３Ｃが配置される。編集領域枠６３Ｂ、６
３Ｃには、それぞれ、領域６２のカラム６２Ａ～６２Ｄの何れかが対応付けられる。ラベ
ルイメージ６３Ａに基づいて印刷装置４によりラベルが作成される場合、編集領域枠６３
Ｂ、６３Ｃには、領域６２のレコードのうち対応するカラムのフィールドデータが挿入さ
れる。印刷装置４は、挿入されたフィールドデータを印刷キャラクタとしてテープに印刷
することによって、ラベルを作成する。
【００２０】
　なお上記において、１つのレコード（例えばレコード［１］）が選択されてラベルが作
成される場合、選択されたレコード［１］のフィールドデータが挿入された１頁分のラベ
ルが作成される。一方、複数のレコード（例えば、レコード［１］～［５］）が選択され
てラベルが作成される場合、選択されたレコード［１］～［５］のそれぞれのフィールド
データが挿入された５頁分のラベルが作成される。以下、レコード［１］～［５］に基づ
いて作成された５頁分のラベルのそれぞれを、ラベル［１］～［５］という。
【００２１】
　領域６４には、ウィンドウ６Ａに関する各種指示を行うための複数の操作ボタンが表示
される。複数の操作ボタンには、印刷装置４による印刷の開始を指示する場合に選択され
る印刷ボタン６４Ａが含まれる。
【００２２】
　図３は、ウィンドウ６Ａにおいて印刷ボタン６４Ａが選択された場合に表示画面に表示
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される表示されるサブウィンドウ６Ｂを示す。サブウィンドウ６Ｂは、領域６５、６６を
有する。領域６５には、印刷装置４によって印刷が実行される場合の設定情報を設定する
ことが可能な設定欄６５Ａ～６５Ｈが表示される。設定欄６５Ａ～６５Ｈはそれぞれ、印
刷部数（設定欄６５Ａ）、丁合い（設定欄６５Ｂ）、レコード選択（全て選択）（設定欄
６５Ｃ）、レコード選択（選択したレコード）（設定欄６５Ｄ）、レコード選択（レコー
ド指定）（設定欄６５Ｅ）、カット設定（頁毎にカット）（設定欄６５Ｆ）、カット設定
（ハーフカット）（設定欄６５Ｇ）、カット設定（最後をカット）（設定欄６５Ｈ）の各
設定項目に対応する。
【００２３】
　設定欄６５Ａ（印刷部数）は、印刷装置４によって作成されるラベルの部数を規定する
。例えば、レコード［１］に基づいてラベル［１］が作成される場合、設定欄６５Ａ（印
刷部数）として「２」が設定されると、ラベル［１］が２枚分、つまり、ラベル［１］［
１］が印刷装置４により印刷される。一方、例えば、レコード［１］～［５］に基づいて
ラベル［１］～［５］が作成される場合、設定欄６５Ａ（印刷部数）として「２」が設定
されると、ラベル［１］～［５］が２組分、つまり、ラベル［１］［２］［３］［４］［
５］［１］［２］［３］［４］［５］が印刷装置４により印刷される。
【００２４】
　設定欄６５Ｂ（丁合い）は、作成されるラベルの頁揃えを規定する。例えば、レコード
［１］～［５］に基づいてラベル［１］～［５］が作成される場合において、設定欄６５
Ａ（印刷部数）として「２」が設定され且つ設定欄６５Ｂ（丁合い）として無効が設定さ
れた場合、印刷装置４は、ラベル［１］［１］［２］［２］［３］［３］［４］［４］［
５］［５］をこの順番で作成する。一方、設定欄６５Ｂ（丁合い）として有効が設定され
た場合、印刷装置４は、ラベル［１］［２］［３］［４］［５］［１］［２］［３］［４
］［５］をこの順番で作成する。
【００２５】
　設定欄６５Ｃ～６５Ｅ（レコード選択）は、ラベルが作成される場合に参照されるレコ
ードを規定する。設定欄６５Ｃ～６５Ｅのうち何れか１つが選択される。設定欄６５Ｃ（
全て選択）を有効とする設定がされた場合、領域６２に表示されたテーブルに含まれる全
てのレコードが参照され、ラベルが作成される。設定欄６５Ｄ（選択したレコード）を有
効とする設定がされた場合、領域６２に表示されたテーブルのうち入力部５６を介した入
力操作に応じて選択されたレコードが参照され、ラベルが作成される。設定欄６５Ｅ（レ
コード指定）を有効とする設定がされた場合、領域６２に表示されたテーブルのうち入力
部５６を介して入力されたインデックスの範囲に対応するレコードが参照され、ラベルが
作成される。
【００２６】
　設定欄６５Ｆ～６５Ｈ（カット設定）は、印刷装置４の切断部５０による切断条件を規
定する。設定欄６５Ｆ（頁毎にカット）は、テープが１又は複数頁のラベル毎にフルカッ
トされる場合の頁数を規定する。例えば、レコード［１］～［５］に基づいてラベル［１
］～［５］が作成される場合において、設定欄６５Ａ（印刷部数）として「３」が設定さ
れ且つ設定欄６５Ｂ（丁合い）として無効が設定された場合、印刷装置４は、ラベル［１
］［１］［１］［２］［２］［２］［３］［３］［３］［４］［４］［４］［５］［５］
［５］をこの順番で作成する。ここで、設定欄６５Ｆ（頁毎にカット）として「３」が設
定された場合、印刷装置４は、ラベル［１］［１］［１］／［２］［２］［２］／［３］
［３］［３］／［４］［４］［４］／［５］［５］［５］のようにラベルをフルカットす
る。ここで、「／」は、テープのうちフルカットされる位置を示す。
【００２７】
　設定欄６５Ｇ（ハーフカット）は、ラベルの作成時において１頁分のラベル毎にテープ
をハーフカットで切断するか否かを規定する。例えば、上記の具体例において設定欄６５
Ｆ（ハーフカット）を有効とする設定がされた場合、印刷装置４は、ラベル［１］｜［１
］｜［１］／［２］｜［２］｜［２］／［３］｜［３］｜［３］／［４］｜［４］｜［４
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］／［５］｜［５］｜［５］のようにラベルを更にハーフカットする。ここで、「｜」は
、テープのうちハーフカットされる位置を示す。
【００２８】
　設定欄６５Ｈ（最後をカット）は、作成されたラベルをテープから切り離すためにフル
カットで切断するか否かを規定する。例えば上記の具体例において設定欄６５Ｈ（最後を
カット）を有効とする設定がされた場合、印刷装置４は、最後のラベル［５］の印刷後、
フルカットによりラベルをテープから切り離す。
【００２９】
　領域６６には、サブウィンドウ６Ｂに関する各種指示を行なうための複数の操作ボタン
が表示される。複数の表示ボタンには、印刷プレビューの表示を指示する場合に選択され
るプレビューボタン６６Ａ、及び、印刷装置４による印刷の開始を指示する場合に選択さ
れる印刷ボタン６６Ｂが含まれる。
【００３０】
　図４～図６は、サブウィンドウ６Ｂにおいてプレビューボタン６６Ａ（図３参照）が選
択された場合に、サブウィンドウ６Ｂの代わりに表示画面に表示されるプレビューウィン
ドウ６Ｃを示す。プレビューウィンドウ６Ｃでは、ラベル１頁分の印刷イメージ（以下、
単に「１頁分の印刷イメージ」という。）を１又は複数表示することによって、印刷装置
４によりテープに印刷イメージがどのように印刷されてラベルが作成されるかを、ユーザ
に認識させる。プレビューウィンドウ６Ｃには、表示を終了させる場合に選択されるＯＫ
ボタン７０が更に含まれる。
【００３１】
　１頁分の印刷イメージは、ウィンドウ６Ａ（図２参照）においてラベルイメージ６３Ａ
（図２参照）の編集領域枠６３Ｂ、６３Ｃ（図２参照）のそれぞれにフィールドデータが
挿入されることにより特定される。なお、フィールドデータには、複数の文字から構成さ
れる文字列が含まれるので、１頁分の印刷イメージにも、編集領域枠６３Ｂ、６３Ｃ毎に
文字列が含まれることになる。１頁分の印刷イメージがプレビューウィンドウ６Ｃに表示
された状態で、文字列を構成する複数の文字は左右方向に沿って並ぶ。
【００３２】
　プレビューウィンドウ６Ｃは、サブウィンドウ６Ｂ（図３参照）の設定欄６５Ｆ（頁毎
にカット）（図３参照）、及び、設定欄６５Ｇ（ハーフカット）（図３参照）のそれぞれ
の設定情報に対応する設定内容に応じて、表示形態が切り替えられる。詳細は次の通りで
ある。なお以下、図４に示すプレビューウィンドウ６Ｃの表示形態を、「第１形態」とい
う。図５、図６に示すプレビューウィンドウ６Ｃの表示形態を、「第２形態」という。
【００３３】
　図４に示す第１形態のプレビューウィンドウ６Ｃは、設定欄６５Ｆ（頁毎にカット）の
頁数として「１」が設定された場合に表示される。プレビューウィンドウ６Ｃには、単一
頁イメージ６７Ａ～６７Ｅ（以下、総称して「単一頁イメージ６７」という。）がそれぞ
れ表示される。単一頁イメージ６７Ａ～６７Ｅは、上下方向に複数配列される。単一頁イ
メージ６７は、矩形形状を有する枠線Ｆ１を含む。枠線Ｆ１の大きさは、ウィンドウ６Ａ
（図２参照）の選択欄６１Ｂで選択されたラベル幅とラベル長に応じて決定される。単一
頁イメージ６７Ａ～６７Ｅの枠線Ｆ１のそれぞれの左辺は、プレビューウィンドウ６Ｃの
左方に配置された上下方向に延びる第１仮想直線Ｌ１上に配列される。単一頁イメージ６
７には、１頁分の印刷イメージが１つずつ含まれる。単一頁イメージ６７に含まれる枠線
Ｆ１は、１頁分の印刷イメージの大きさを示す。より具体的には以下の通りである。なお
、設定欄６５Ａ（印刷部数）（図３参照）として「１」が設定され、設定欄６５Ｅ（レコ
ード指定）（図３参照）として「１－５」が設定されていることを前提とする。この設定
情報に基づいて印刷装置４が動作した場合、ラベル［１］／［２］／［３］／［４］／［
５］のようにラベルが作成される。なお、第１仮想直線Ｌ１は、本来、プレビューウィン
ドウ６Ｃには表示されないが、図４においては、説明の都合上、第１仮想直線Ｌ１を示し
ている。また、例えば、プレビューウィンドウ６Ｃ全体を灰色で表示し、単一頁イメージ
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６７を白色で表示するようにすれば、枠線Ｆ１は表示しなくてもよい。また、枠線Ｆ１の
内側には、印刷可能領域を示す矩形形状の印刷枠Ｐが一点鎖線で表示されるが、この印刷
枠Ｐは表示されなくてもよい。
【００３４】
　単一頁イメージ６７Ａには、レコード［１］のフィールドデータが挿入されたラベル［
１］に対応する１頁分の印刷イメージが１つ含まれる。単一頁イメージ６７Ｂには、レコ
ード［２］のフィールドデータが挿入されたラベル［２］に対応する１頁分の印刷イメー
ジが１つ含まれる。単一頁イメージ６７Ｃには、レコード［３］のフィールドデータが挿
入されたラベル［３］に対応する１頁分の印刷イメージが１つ含まれる。単一頁イメージ
６７Ｄには、レコード［４］のフィールドデータが挿入されたラベル［４］に対応する１
頁分の印刷イメージが１つ含まれる。単一頁イメージ６７Ｅには、レコード［５］のフィ
ールドデータが挿入されたラベル［５］に対応する１頁分の印刷イメージが１つ含まれる
。
【００３５】
　図５に示す第２形態のプレビューウィンドウ６Ｃは、設定欄６５Ｆ（頁毎にカット）と
して複数の値（例えば「３」）が設定された場合に表示される。第２形態のプレビューウ
ィンドウ６Ｃには、複数頁イメージ６８Ａ～６８Ｅ（以下、総称して「複数頁イメージ６
８」という。）が含まれる。複数頁イメージ６８Ａ～６８Ｅは、上下方向に複数配列され
る。
【００３６】
　複数頁イメージ６８には、１頁分の印刷イメージが、設定欄６５Ｆ（頁毎にカット）の
設定内容である３つずつ左右方向に繋げて配列された状態で含まれる。複数頁イメージ６
８において、１頁分の印刷イメージの枠線Ｆ１の下辺が、それぞれ、左右方向に延びる第
２仮想直線Ｌ２上に配列される。より具体的には以下の通りである。なお、設定欄６５Ａ
（印刷部数）として「３」が設定され、設定欄６５Ｅ（レコード指定）として「１－５」
が設定され、設定欄６５Ｂ（丁合い）（図３参照）として無効が設定されていることを前
提とする。この設定情報に基づいて印刷装置４が動作した場合、ラベル［１］［１］［１
］／［２］［２］［２］／［３］［３］［３］／［４］［４］［４］／［５］［５］［５
］のようにラベルが作成される。なお、第２仮想直線Ｌ２についても、第１仮想直線Ｌ１
と同様に、本来、プレビューウィンドウ６Ｃには表示されないが、図５においては、説明
の都合上、第２仮想直線Ｌ２を示している。また、複数頁イメージ６８における１頁分の
印刷イメージのそれぞれの枠線Ｆ１は表示されず、それぞれの枠線Ｆ１を繋いだ複数頁イ
メージ６８全体を囲う枠線Ｆ２が表示される。また、第２仮想直線Ｌ２が表示される位置
は、プレビューウィンドウ６Ｃの大きさと、選択欄６１Ｂで選択されたラベル幅とに応じ
た適宜の位置に配置される。なお、枠線Ｆ１の下辺の代わりに、枠線Ｆ１の上辺が、それ
ぞれ第２仮想直線Ｌ２上に配列されるようにしてもよい。また例えば、プレビューウィン
ドウ６Ｃ全体を灰色で表示し、複数頁イメージ６８を白色で表示するようにすれば、枠線
Ｆ２は表示しなくてもよい。また、枠線Ｆ２の内側には印刷枠Ｐが一点鎖線で表示される
が、この印刷枠Ｐは表示されなくてもよい。
【００３７】
　複数頁イメージ６８Ａには、レコード［１］のフィールドデータが挿入されたラベル［
１］に対応する１頁分の印刷イメージが、左右方向に３つ配列した状態で含まれる（ラベ
ル［１］［１］［１］）。複数頁イメージ６８Ｂには、レコード［２］のフィールドデー
タが挿入されたラベル［２］に対応する１頁分の印刷イメージが、左右方向に３つ配列し
た状態で含まれる（ラベル［２］［２］［２］）。複数頁イメージ６８Ｃには、レコード
［３］のフィールドデータが挿入されたラベル［３］に対応する１頁分の印刷イメージが
、左右方向に３つ配列した状態で含まれる（ラベル［３］［３］［３］）。複数頁イメー
ジ６８Ｄには、レコード［４］のフィールドデータが挿入されたラベル［４］に対応する
１頁分の印刷イメージが、左右方向に３つ配列した状態で含まれる（ラベル［４］［４］
［４］）。複数頁イメージ６８Ｅには、レコード［５］のフィールドデータが挿入された
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ラベル［５］に対応する１頁分の印刷イメージが、左右方向に３つ配列した状態で含まれ
る（ラベル［５］［５］［５］）。
【００３８】
　図６に示す第２形態のプレビューウィンドウ６Ｃは、設定欄６５Ｇ（ハーフカット）（
図３参照）として有効が設定された場合、即ち、ラベルの作成時において１頁分のラベル
毎にテープをハーフカットで切断する設定がされた場合に表示される。なお、設定欄６５
Ｇ（ハーフカット）以外の設定情報の設定内容が、図５に示す第２形態のプレビューウィ
ンドウ６Ｃが表示される場合と同一であることを前提とした場合、印刷装置４は、ラベル
［１］｜［１］｜［１］／［２］｜［２］｜［２］／［３］｜［３］｜［３］／［４］｜
［４］｜［４］／［５］｜［５］｜［５］のようにラベルをハーフカットする。図５に示
すプレビューウィンドウ６Ｃと異なる点は、複数頁イメージ６８のうち隣接する２つの１
頁分の印刷イメージの境界部分に、上下方向に一直線状に延びる点線６９が表示される点
である。別の言い方をすれば、隣接する２つの１頁分の印刷イメージの枠線Ｆ１の右辺と
左辺とが重なる位置に、点線６９が表示される。点線６９は、ラベルの作成時において印
刷装置４によりハーフカットされる位置を示す。また、点線６９は、実線や波線などの別
の線種であってもよい。
【００３９】
＜メイン処理＞
　図７、図８を参照し、ＰＣ５のＣＰＵ５１によって実行されるメイン処理について説明
する。メイン処理は、サブウィンドウ６Ｂ（図３参照）が表示画面に表示された状態でプ
レビューボタン６６Ａ（図３参照）が選択された場合、ＨＤＤ５４に記憶された編集／表
示プログラムをＣＰＵ５１が実行することによって開始される。メイン処理は、図４～図
６に示すプレビューウィンドウ６Ｃを表示画面に表示するための処理に対応する。
【００４０】
　図７に示すように、ＣＰＵ５１は、ウィンドウ６Ａ（図２参照）の領域６３（図２参照
）において設定された印刷キャラクタのレイアウトに関する情報（以下、「ラベルレイア
ウト情報」という。）を取得する（Ｓ１１）。ラベルレイアウト情報には、編集領域枠６
３Ｂ、６３Ｃ（図２参照）のそれぞれに対応付けられたカラム６２Ａ～６２Ｄ（図２参照
）に関する情報が含まれる。ＣＰＵ５１は、サブウィンドウ６Ｂ（図３参照）を介して設
定された設定情報の設定内容を更に取得する（Ｓ１３）。ＣＰＵ５１は、取得した設定情
報の設定内容に基づき、後述する作成処理（図８参照）を実行する（Ｓ１５）
【００４１】
　図８を参照し、作成処理について説明する。ＣＰＵ５１は、Ｓ１３（図７参照）の処理
によって取得された設定情報のうち、設定欄６５Ｃ～６５Ｅ（レコード選択）の設定内容
を取得する（Ｓ３１）。ＣＰＵ５１は、Ｓ１１によって取得したラベルレイアウト情報に
基づき、ラベルに含めるフィールドデータをレコードから抽出する（Ｓ３１）。ＣＰＵ５
１は更に、それぞれのレコードに対応する１頁分の印刷イメージを、レコード毎に生成す
る（Ｓ３１）。ＣＰＵ５１は、生成した１頁分の印刷イメージをＲＡＭ５２に記憶する。
【００４２】
　ＣＰＵ５１は、Ｓ１３の処理によって取得された設定情報の設定内容のうち、設定欄６
５Ａ（印刷部数）、設定欄６５Ｂ（丁合い）のそれぞれの設定内容を取得する（Ｓ３３）
。ＣＰＵ５１は、取得された設定内容に基づき、Ｓ３１の処理によって生成された１頁分
の印刷イメージのＲＡＭ５２における記憶アドレスを、ラベルの作成順に並べ、ＲＡＭ５
２に記憶された第１配列に格納する（Ｓ３３）。例えば、ラベル［１］［２］［３］［４
］［５］（レコード選択：１－５、印刷部数：１、丁合い：無効）のようにラベルが作成
される場合、第１配列には、ラベル［１］［２］［３］［４］［５］のそれぞれを示す１
頁分の印刷イメージの記憶アドレスが順番に格納される。又、例えば、ラベル［１］［１
］［１］［２］［２］［２］［３］［３］［３］［４］［４］［４］［５］［５］［５］
（レコード選択：１－５、印刷部数：３、丁合い：無効）のようにラベルが作成される場
合、第１配列には、ラベル［１］［１］［１］［２］［２］［２］［３］［３］［３］［
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４］［４］［４］［５］［５］［５］のそれぞれを示す１頁分の印刷イメージの記憶アド
レスが順番に格納される。
【００４３】
　ＣＰＵ５１は、Ｓ１３の処理によって取得された設定情報の設定内容のうち、設定欄６
５Ｆ（頁毎にカット）の設定内容を取得する（Ｓ３５）。ＣＰＵ５１は、設定欄６５Ｆ（
頁毎にカット）として「１」が設定されている場合、Ｓ３３の処理によって記憶アドレス
が格納された第１配列に基づき、単一頁イメージ６７を生成してＲＡＭ５２に記憶する。
単一頁イメージ６７には、１頁分の印刷イメージが１つずつ含められる。ＣＰＵ５１は、
生成された単一頁イメージ６７のＲＡＭ５２における記憶アドレスを、対応するラベルの
作成順に基づいて並べ、ＲＡＭ５２に記憶された第２配列に格納する（Ｓ３５）。
【００４４】
　一方、ＣＰＵ５１は、設定欄６５Ｆ（頁毎にカット）として「２」以上が設定されてい
る場合、Ｓ３３の処理によって記憶アドレスが格納された第１配列に基づき、複数頁イメ
ージ６８を生成してＲＡＭ５２に記憶する。複数頁イメージ６８には、１頁分の印刷イメ
ージが、設定欄６５Ｆ（頁毎にカット）として設定された頁数分ずつ含められる。更に、
ＣＰＵ５１は、設定欄６５Ｇ（ハーフカット）として有効が設定された場合、複数頁イメ
ージ６８のうち隣接する２つの１頁分の印刷イメージの境界部分に点線６９が表示される
。ＣＰＵ５１は、生成された複数頁イメージ６８のＲＡＭ５２における記憶アドレスを、
対応するラベルの作成順に基づいて並べ、ＲＡＭ５２に記憶された第２配列に格納する（
Ｓ３５）。ＣＰＵ５１は作成処理を終了させ、処理をメイン処理（図７参照）に戻す。
【００４５】
　図７に示すように、ＣＰＵ５１は、作成処理（Ｓ１５）の実行後、処理をＳ１７に進め
る。ＣＰＵ５１は、設定欄６５Ｆ（頁毎にカット）として「１」が設定されている場合、
現時点で１画面分のプレビューウィンドウ６Ｃに表示される単一頁イメージ６７を特定す
る。ＣＰＵ５１は、ＲＡＭ５２に記憶された第２配列に基づき、特定された単一頁イメー
ジ６７をプレビューウィンドウ６Ｃに表示する（Ｓ１７、図４参照）。ＣＰＵ５１は、設
定欄６５Ｆ（頁毎にカット）として「２」以上が設定されている場合、現時点で１画面分
のプレビューウィンドウ６Ｃに表示される複数頁イメージ６８を特定する。ＣＰＵ５１は
、ＲＡＭ５２に記憶された第２配列に基づき、特定された複数頁イメージ６８をプレビュ
ーウィンドウ６Ｃに表示する（Ｓ１７、図５、図６参照）。
【００４６】
　ＣＰＵ５１は、プレビューウィンドウ６Ｃの表示内容をスクロールさせるための操作が
、入力部５６を介して入力されたか判定する（Ｓ１９）。ＣＰＵ５１は、スクロールさせ
るための操作が入力されていないと判定された場合（Ｓ１９：ＮＯ）、処理をＳ２３に進
める。ＣＰＵ５１は、スクロールさせるための操作が入力されたと判定された場合（Ｓ１
９：ＹＥＳ）、処理をＳ２１に進める。ＣＰＵ５１は、スクロール後において１画面部の
プレビューウィンドウ６Ｃに表示される単一頁イメージ６７又は複数頁イメージ６８を特
定する。ＣＰＵ５１は、ＲＡＭ５２に記憶された第２配列に基づき、特定された単一頁イ
メージ６７又は複数頁イメージ６８をプレビューウィンドウ６Ｃに表示する（Ｓ２１、図
４～図６参照）。ＣＰＵ５１は、処理をＳ２３に進める。
【００４７】
　ＣＰＵ５１は、プレビューウィンドウ６ＣのうちＯＫボタン７０（図４～図６参照）を
選択する操作が、入力部５６を介して入力されたか判定する（Ｓ２３）。ＣＰＵ５１は、
ＯＫボタン７０を選択する操作が入力されていないと判定された場合（Ｓ２３：ＮＯ）、
処理をＳ１９に戻し、Ｓ１９、Ｓ２１の処理を繰り返す。一方、ＣＰＵ５１は、ＯＫボタ
ン７０を選択する操作が入力されたと判定された場合（Ｓ２３：ＹＥＳ）、プレビューウ
ィンドウ６Ｃを閉じ、メイン処理を終了させる。
【００４８】
＜本実施形態の主たる作用、効果＞
　ＰＣ５は、印刷装置４による印刷時の設定情報の設定内容を取得する（Ｓ１３）。ＰＣ
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５は、取得した設定情報の設定内容に応じ、第１形態（図４参照）又は第２形態（図５、
図６参照）の何れかに表示形態を切り替えてプレビューウィンドウ６Ｃに表示する（Ｓ１
７、Ｓ２１）。第１形態では、単一頁イメージ６７がプレビューウィンドウ６Ｃに表示さ
れ、第２形態では、複数頁イメージ６８がプレビューウィンドウ６Ｃに表示される。この
ためＰＣ５は、設定情報に応じた適切な表示形態で１頁分の印刷イメージをプレビューウ
ィンドウ６Ｃに表示できる。従ってＰＣ５は、表示形態を選択するユーザの操作を要する
ことなく、適切に配置された１頁分の印刷イメージを表示画面に表示できる。
【００４９】
　ＰＣ５は、印刷装置４が切断部５０によってテープを１又は複数頁毎にフルカットする
場合の頁数を示す設定欄６５Ｆ（頁毎にカット）の設定内容に基づき、表示形態を切り替
える。具体的には、ＰＣ５は、設定欄６５Ｆ（頁毎にカット）として「１」が設定されて
いる場合、第１形態（図４参照）でプレビューウィンドウ６Ｃに単一頁イメージ６７を表
示する。ＰＣ５は、設定欄６５Ｆ（頁毎にカット）として「２」以上が設定されている場
合、第２形態（図５、図６参照）でプレビューウィンドウ６Ｃに複数頁イメージ６８を表
示する。このためＰＣ５は、切断部５０によりフルカットされる場合のラベルの頁の纏ま
り毎に、１頁分の印刷イメージを表示画面に表示できる。
【００５０】
　設定欄６５Ｆ（頁毎にカット）として「２」以上が設定されている場合に表示される複
数頁イメージ６８には、１頁分の印刷イメージが、設定欄６５Ｆ（頁毎にカット）として
設定された頁数分左右方向に配列される。この場合、ＰＣ５は、設定欄６５Ｆ（頁毎にカ
ット）の設定内容として示されるラベルの頁の纏まり毎に、１頁分の印刷イメージを表示
画面に表示できる。
【００５１】
　第１形態において、単一頁イメージ６７の枠線Ｆ１の左辺は、上下方向に延びる第１仮
想直線Ｌ１上に配列される。このため、ＰＣ５は、１頁分ずつフルカットされることによ
り生成される複数のラベルのそれぞれの印刷イメージを、明確に区別してユーザに認識さ
せることができる。又、ＰＣ５は、より多くの単一頁イメージ６７をプレビューウィンド
ウ６Ｃに見栄え良く配置して表示させることができる。一方、第２形態において、１頁分
の印刷イメージの枠線Ｆ１の下辺が、左右方向に延びる第２仮想直線Ｌ２上に配列される
ように、１頁分の印刷イメージを複数個繋げて複数頁イメージ６８として表示される。こ
のため、ＰＣ５は、複数頁分ずつフルカットされる複数のラベルのそれぞれの印刷イメー
ジを、纏まり毎に明確に区別してユーザに認識させることができる。又、ＰＣ５は、長尺
状のテープにラベルが１頁分ずつ作成される場合の態様を、表示画面に具体的に表すこと
ができる。
【００５２】
　設定欄６５Ｇ（ハーフカット）は、１頁分のラベル毎にテープを切断部５０でハーフカ
ットするか否かを規定する。ＰＣ５は、設定欄６５Ｇ（ハーフカット）として有効が設定
された場合、つまり、１頁分のラベル毎にテープをハーフカットで切断する設定である場
合、複数頁イメージ６８のうち隣接する２つの１頁分の印刷イメージの境界部分に、点線
６９を表示する。この場合、ＰＣ５は、テープのうちハーフカットされる位置とラベルと
の位置関係を、ユーザに認識させることができる。
【００５３】
　ＰＣ５は、プレビューウィンドウ６Ｃを第２形態で表示する場合、複数の複数頁イメー
ジ６８を上下方向に配列して表示させる、これによってＰＣ５は、複数の複数頁イメージ
６８を表示画面に表示してユーザに認識させることができる。
【００５４】
　１頁分の印刷イメージに、複数の文字から構成される文字列が含まれる場合、複数の文
字は、左右方向に沿って並んだ状態でプレビューウィンドウ６Ｃに表示される。この場合
、ＰＣ５は、１頁分の印刷イメージに含まれる文字列の配列方向（左右方向）と、第２形
態で表示画面に複数頁イメージ６８が表示される場合における１頁分の印刷イメージの配
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列方向（左右方向）とを揃えることができる。例えば、文字列の配列方向とテープの長尺
方向とが一致するように印刷が実行される場合、１頁分の印刷イメージの配列方向（左右
方向）とテープの長尺方向とは、何れも左右方向となり一致する。このため、ＰＣ５は、
複数の１頁分の印刷イメージがテープに実際に印刷された場合の形態で、プレビューウィ
ンドウ６Ｃに複数頁イメージ６８を表示できる。
【００５５】
＜変形例＞
　本発明は上記実施形態に限定されず、種々の変更が可能である。上述のメイン処理は、
印刷装置４のＣＰＵ４１により実行されてもよい。この場合、ＣＰＵ４１は、ウィンドウ
６Ａ、サブウィンドウ６Ｂ、及びプレビューウィンドウ６Ｃを、印刷装置４の表示部４７
に表示させてもよい。
【００５６】
　ＰＣ５のＣＰＵ５１は、設定情報のうち設定欄６５Ｆ（頁毎にカット）以外の項目によ
り設定される設定内容に基づき、プレビューウィンドウ６Ｃの表示態様を第１形態又は第
２形態に切り替えてもよい。例えば、設定欄６５Ｇ（ハーフカット）において、１又は複
数頁の入力を可能とし、入力された１又は複数頁分のラベル毎にテープを切断部５０でハ
ーフカットするか否かが規定されてもよい。この場合、ＣＰＵ５１は、設定欄６５Ｇ（ハ
ーフカット）に入力された頁数が「１」の場合、単一頁イメージ６７を含むプレビューウ
ィンドウ６Ｃを第１形態で表示してもよい。一方、ＣＰＵ５１は、設定欄６５Ｇ（ハーフ
カット）に入力された頁数が「２」以上の場合、複数頁イメージ６８を含むプレビューウ
ィンドウ６Ｃを第２形態で表示してもよい。または、設定欄６５Ｆ（頁毎にカット）にお
いて、テープが１又は複数頁のラベル毎にハーフカットされる場合の頁数が規定されても
よい。
【００５７】
　複数頁イメージ６８に含まれる１頁分の印刷イメージの数は、設定欄６５Ｆ（頁毎にカ
ット）にて設定された頁数と同一でなくてもよく、例えば、１頁分の印刷イメージの数は
、設定欄６５Ｆ（頁毎にカット）にて設定された頁数よりも少なくてもよい。この場合、
１頁分の印刷イメージの一部がプレビューウィンドウ６Ｃに表示されなくてもよい。
【００５８】
　プレビューウィンドウ６Ｃが第１形態で表示される場合において、単一頁イメージ６７
の枠線Ｆ１の右辺を、プレビューウィンドウ６Ｃの右方に配置された上下方向に延びる第
１仮想直線Ｌ１上に配列するようにしてもよい。又例えば、単一頁イメージ６７の左右方
向の長さがそれぞれ相違する場合、プレビューウィンドウ６Ｃの中央に第１仮想直線Ｌ１
を配置して、複数の単一頁イメージ６７の枠線Ｆ１の左右方向の中央位置を第１仮想直線
Ｌ１上に配列してもよい。
【００５９】
　例えば、設定欄６５Ｆ（頁毎にカット）にて頁数が設定されず、且つ、設定欄６５Ｈ（
最後をカット）が有効とされた場合、ＰＣ５は、設定欄６５Ｆ（頁毎にカット）の頁数と
して、１頁分の印刷イメージの総数が設定されたと判定してもよい。この場合、ＰＣ５は
、１つの複数頁イメージ６８のみ含むプレビューウィンドウ６Ｃを表示してもよい。この
場合、１つの複数頁イメージ６８には、全ての１頁分の印刷イメージが含まれていてもよ
い。
【００６０】
　プレビューウィンドウ６Ｃを、表示部５７の表示画面に対して時計回り方向に９０度回
転させた態様で表示するようにしてもよい。この場合、１頁分の印刷イメージに含まれる
文字列を構成する複数の文字は、上下方向に沿って並んでもよい。
【００６１】
＜その他＞
　ＰＣ５は、本発明の「表示装置」の一例である。テープは、本発明の「印刷媒体」の一
例である。上下方向は、本発明の「第１方向」の一例である。左右方向は、本発明の「第
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２方向」の一例である。Ｓ１７、Ｓ２１の処理を行うＣＰＵ５１は、本発明の「表示手段
」の一例である。Ｓ１３の処理を行うＣＰＵ５１は、本発明の「取得手段」の一例である
。設定情報のうち設定欄６５Ｆ（頁毎にカット）により設定される項目は、本発明の「第
１特定項目」の一例である。設定情報のうち設定欄６５Ｆ（頁毎にカット）により設定さ
れる設定内容は、本発明の「第１設定内容」の一例である。Ｓ１７、Ｓ２１の処理は、本
発明の「表示ステップ」の一例である。Ｓ１３の処理は、本発明の「取得ステップ」の一
例である。
【符号の説明】
【００６２】
４　　　　：印刷装置
６Ｃ　　　：プレビューウィンドウ
５０　　　：切断部
５１　　　：ＣＰＵ
５７　　　：表示部
５８Ａ　　：記憶媒体
６７　　　：単一頁イメージ
６８　　　：複数頁イメージ
６９　　　：点線
Ｐ　　　　：占有領域

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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